
新任式

入学式

校訓

「自主」「協同」「永続」「健康」

学校便り令和７年４月号

鹿児島市立武中学校

私を見てくれている人がいる
校長 坂中 裕一

本年度、武中学校に赴任して参りました坂中と申します。

さて、令和七年度が始まり二週間が経ちました。学校では、新学期ならではの行事が目白押しで、些か慌

ただしさも感じますが、生徒たちは新年度を迎え、新たな気持ちで一生懸命に学校生活を送っています。

つい先日、下校途中の生徒から「先生、髪似合ってます。」と声をかけられました。散髪に行ったばかりの

私の変容に気づき、声をかけてくれたことを大変嬉しく思いました。なぜ、嬉しかったのかを考えてみまし

た。学校において生徒と会う機会は、朝の横断歩道での見守りや給食時の見回りぐらいとさほど多くはあり

ません。そして、武中学校は生徒及び職員を合わせて５００人ほどの大きな組織でもあります。そんな中で

「私を見てくれていたんだ。」と感じる嬉しさだったのだと思います。

生徒たちも同じではないでしょうか。私たち職員は、多くの生徒が学校生活を送っている中で、昨日と異

なる姿や立ち振る舞い、そして表情など、日常の中で起こる僅かな変化に気づき、賞賛の声をかけることが

大切だと思っています。ご家庭ではいかがでしょうか。多感な時期を健気に生きる生徒たちに、次への活力

となるよう声をかけてください。今回の経験を得て、「私を見てくれている人がいる。」と実感できることは、

明日への生きがいを感じさせるものだと思います。

私は、始業式に生徒たちに対し、このように述べました。「武中の生徒、職員、そして保護者の方々は『私

の家族』です。」と。武中学校の生徒が自信と誇りに満ち溢れ、充実した中学校生活を送れるようご協力を賜

りたいと思います。どうぞ、よろしくお願いいたします。

４月７日、新たに１５０人の新入生を迎え入学式が執り行われました。

新入生を代表して井出口愛香さんがあいさつを行いました。あいさつの

中で、「時間がないということを理由にしてやるべきことをしない自分に

はなりたくありません。」、「毎日を計画的に過ごし、自分をコントロール

しながら生活していこうと思います。」、「どんな時も希望をもち、最後ま

でやり抜こうと思います。」、「武中学校の新しい歴史をつくる一員になれ

るよう精一杯努力します。」と述べてくれました。

希望を胸に、自分の自己実現を図ろうと入学してきた新入生のために

職員一同、励んで参ります。

・生徒総会（９日） ・男子ソフトテニス 10日～12日

・情報モラル教室（10日） ・女子ソフトテニス 10日～12日

・地区生徒会（10日） ・野球 10日～13日

・修学旅行（12日～14日） ・サッカー 10日～12日

・宿泊学習（12日～13日） ・男子バスケットボール 10日～12日

・職場体験学習（13日～15日） ・女子バスケットボール 10日～12日

・資源リサイクル（17日） ・女子バレーボール 10日～13日

・高校説明会（21日～22日） ・弓道（女子） 10日

令和７年度の人事異動で、昨年 ・若武セミナー（23日） ・弓道（男子） 11日

度からの継続を２人含む10人の ・家庭教育学級（30日） ・新体操 11日

職員が転入して参りました。ど ※高校説明会は、保護者の方も参 ・卓球 12日～13日

うぞよろしくお願いします。 加できます。詳細の日程につい ・水泳 12日

ては、メールでお知らせいたし ※６月10日（火）～13日（金）の

ます。 期間は給食がありません。

５月の行事予定 ６月市総体の日程


